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『
福
祉
人
財
』
の
確
保
・
育
成
・
定
着

事
務
長

若
田
部

康
之

近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
が

全
国
的
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
響
会
に
お
い
て
、
職
員
は
充
足
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
課
題
は
当
法
人
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
皆
様
に
安
心
し
て
サ

ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
の
活
用
で
、
介
護
現
場
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
の
魅
力
の
発
信
、
応
募
ツ
ー
ル
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
応
募
を
活
用
し
て
応
募
方

法
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
経
験
者
か
ら
で
も
介
護
の
仕
事
を
負
担
な
く
、
資
格

取
得
を
目
指
し
な
が
ら
就
業
で
き
る
よ
う
な
「
介
護
職
員
就
業
促
進
事
業
」
等
の
支
援
制

度
の
活
用
、
特
定
外
国
人
雇
用
の
活
用
、
介
護
職
員
が
介
護
支
援
に
集
中
で
き
る
よ
う
に

介
護
補
助
員
を
導
入
す
る
等
、
裾
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

入
職
後
も
経
験
に
応
じ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
則
し
た
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
次
世

代
介
護
機
器
の
積
極
的
な
導
入
・
活
用
、
実
践
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
「
ア
ク
テ

ィ
ブ
福
祉
ｉ
ｎ
東
京
」
に
参
加
し
て
の
研
究
発
表
を
行
う
な
ど
、
日
々
の
仕
事
に
充
実
を

感
じ
ら
れ
る
職
場
を
創
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

「
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
」
は
大
き
な
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
響
会
で
は

「
人
は
財
産
で
あ
る
」
こ
と
を
念
頭
に
「
人
材
」
で
は
な
く
『
人
財
』
と
捉
え
、
今
後
も

処
遇
改
善
を
含
め
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
、
取
り
組
み
を
継
続
し
て
、
安
定
し
た
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年

七
月
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…
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不安になっていた事が安心できた

看取りはまだ先であって欲しいけれど
少しずつ考えないといけないと思った

参加して良かった …など

好 日 苑
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書

道

将

棋

麻
雀
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理学療法士の先生より評価をいただいている様子
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ボッチャの試合をしている様子

骨盤底筋体操を行っている様子

開催時の様子



年 )

心の小箱
をご活用下さい

5-7-1

8

年 )
年 ) 年 )

どうして介護の仕事をしようと思いましたか？

日本で生活することの感想を聴かせてください

好日苑で働き始めて

vol 73


